
弄
　
花
　
抄
　
の
　
原
　
形
　
本

－
国
学
院
大
学
蔵
「
源
氏
開
酋
」
及
び
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
「
弄
花
」
に
つ
い
て
－
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一
肖
柏
の
「
源
氏
悶
書
」
の
成
立
と
流
布

永
正
元
年
（
一
五
〇
四
）
頃
、
突
隆
は
肖
相
の
源
氏
閏
書
を
用
い
て
注
釈
書

を
作
っ
て
い
た
（
第
一
次
木
弄
花
抄
）
。
そ
の
注
釈
作
業
に
用
度
臨
み
、
永
正
七

年
八
月
十
七
日
、
一
応
弄
花
抄
は
七
冊
と
し
て
成
立
し
た
（
第
二
次
木
弄
花

抄
）
。
弄
花
抄
の
原
形
本
と
は
、
実
隆
が
増
桁
す
る
以
前
の
、
肖
柏
の
源
氏
問

責
を
指
し
て
い
る
。

肖
相
が
源
氏
聞
霞
を
成
立
さ
せ
た
事
情
に
つ
い
て
は
、
弄
花
抄
の
奥
書
に
見

ら
れ
る
の
で
そ
れ
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

文
明
第
八
仲
夏
初
入
眼
塾

従
同
年
七
月
中
旬
迄
上
旬
見
合
物
語
皇

同
九
年
二
月
重
加
点
之
私
云
合
点
暗
之
肖
柏

追
闘
書
　
初
聞
之
後
十
四
年

長
芋
三
李
春
中
八
於
種
玉
受
庵
主
説
合
点
之

2

文
明
八
年
（
一
四
七
六
）
五
月
九
日
、
肖
柏
は
兼
良
の
講
釈
を
聴
聞
し
終

え
、
聞
書
を
作
り
、
続
い
て
早
雲
二
年
（
一
四
八
九
）
宗
確
の
説
を
追
記
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
完
成
さ
せ
た
。
し
か
し
凡
そ
の
輪
郭
は
文
明
八
年
に
で
き
あ
が

っ
て
い
た
。

こ
の
源
氏
閑
雲
の
伝
播
の
状
況
を
見
る
と
、
永
正
元
年
頃
、
及
び
永
正
七
年

六
月
十
六
日
か
ら
九
月
十
八
日
ま
で
は
実
隆
の
手
許
に
存
し
て
い
た
。
他
に
記

録
と
し
て
留
め
ら
れ
て
い
る
も
の
に
は
、
近
衛
家
で
の
源
氏
講
釈
に
源
氏
聞
古

を
用
い
た
こ
と
、
突
隆
公
記
の
永
正
九
年
閏
四
月
十
六
日
の
条
に
よ
っ
て
、
宗
頓

に
も
伝
わ
っ
た
こ
と
（
「
宗
碍
来
、
夢
魔
間
書
伝
之
」
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

る
。
近
衛
家
で
用
い
た
源
氏
間
雷
と
、
実
隆
に
貸
し
た
源
氏
聞
書
と
は
別
の
本

で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
文
明
八
年
に
成
立
し
て
以
来
三
十
余
年
も
経

て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
当
時
は
ま
だ
多
く
の
人
の
手
に
も
渡
っ
て
い
た
で
あ

ろ
う
。し

か
し
弄
花
抄
の
方
が
十
数
本
現
存
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
形
本

た
る
源
氏
聞
書
の
方
は
、
伝
本
の
存
在
を
ほ
と
ん
ど
聞
か
な
い
。
僅
か
に
山
脇

毅
博
士
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
、
故
三
矢
重
松
博
士
蔵
の
「
源
氏
閻
畜
」
　
（
現

在
は
国
学
院
大
学
折
口
博
士
記
念
古
代
研
究
所
に
蔵
せ
ら
れ
て
い
る
）
を
知
る

だ
け
で
あ
る
。
猶
東
大
同
語
研
究
宝
蔵
の
「
源
氏
聞
書
拾
遺
院
御
抄
」
は
、
花

宴
以
下
の
大
本
五
鼎
の
残
欠
本
だ
っ
た
が
、
焼
失
し
た
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
本

3

が
肖
柏
の
源
氏
聞
霞
で
あ
っ
た
か
、
或
は
芽
花
抄
で
あ
っ
た
か
は
、
現
在
知
る

手
だ
て
も
な
い
。
た
だ
三
矢
博
士
の
述
べ
ら
れ
た
「
小
生
所
持
の
聞
古
を
少
し

の
ば
し
た
る
も
の
の
如
く
」
と
か
、
「
弄
花
抄
ト
殆
同
物
ナ
リ
ト
記
憶
ス
」
と
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あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
弄
花
抄
の
一
本
で
あ
っ
た
と
見
た
い
。

こ
の
よ
う
に
し
て
み
る
と
、
肖
柏
の
源
氏
開
音
は
、
国
学
院
本
が
現
在
唯
一

の
伝
本
と
な
る
。
し
か
し
最
近
私
は
も
う
一
本
、
原
形
に
近
い
本
を
見
出
し
た
。

し
か
も
異
本
で
あ
る
。
大
東
急
記
念
文
庫
所
蔵
の
も
の
だ
が
、
国
学
院
本
或
は

流
布
木
の
芽
花
抄
と
比
べ
て
み
て
、
種
々
の
興
味
あ
る
事
実
が
分
っ
た
。
以
下

こ
れ
ら
の
資
料
を
用
い
な
が
ら
、
肖
柏
の
源
氏
聞
書
の
本
来
の
姿
を
追
求
し
、

更
に
大
桑
急
本
の
成
立
・
・
価
債
な
ど
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
。

〓
　
「
源
氏
閲
昏
」
と
「
弄
花
」
の
資
料
的
検
討

国
学
院
大
学
折
口
博
士
記
念
古
代
研
究
所
蔵
の
「
源
氏
聞
書
」
　
に
つ
い
て

は
、
既
に
山
脇
博
士
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
、
そ
れ
を
も
と
に
し
て
弄
花
抄
の
成

立
に
新
し
く
鍬
を
入
れ
ら
れ
た
の
は
、
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

書
誌
的
解
説
を
加
え
る
と
、
績
二
二
・
六
セ
ン
チ
、
積
〓
ハ
・
五
セ
ン
チ
、

表
紙
左
肩
に
「
源
氏
物
語
聞
書
」
の
良
蚕
が
あ
り
、
木
口
に
は
「
沿
通
院
源
氏

閃
霊
」
と
す
る
。
紙
質
は
堵
紙
、
袋
錆
で
一
面
十
行
毒
、
桐
責
巻
よ
り
松
風
巻

ま
で
の
残
欠
一
冊
で
あ
る
。

こ
の
裏
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
巻
末
に
書
入
れ
ら
れ
た
年
月
の
注
記
で
あ
ろ

う
。
初
め
の
方
は
な
く
、
須
措
巷
以
降
に
記
さ
れ
て
い
る
。

川
須
磨
巻
末

永
正
七
午
小
春
（
十
月
）
廿
六
合
点
分
重
鬼
之
人
目
添
削
之

於
近
街
殿
前
段
下
読
進
之

同
十
二
年
九
月
一
覧
了

佃
関
屋
巻
末

合
点
之
所
々
立
見
之
了

永
正
七
年
十
一
月
日

榊
絵
合
巻
末

永
正
七
年
中
冬
（
十
一
月
）
於
　
近
街
殿
読
印
之
時
改
之

用
松
風
巻
末

文
明
十
八
六
十
六
左
合
点
了

永
正
二
九
　
永
正
同
六
九
月
薫
加
筆
了

同
十
年
五
月
一
読
了

こ
れ
に
よ
っ
て
肖
粕
は
永
正
七
年
十
月
頃
、
近
衛
家
で
源
氏
物
語
の
講
釈
を

し
て
い
た
こ
と
が
分
る
。
こ
の
事
実
は
、
近
衛
尚
通
の
日
記
で
あ
る
後
法
成
寺

尚
通
公
記
（
大
日
本
史
料
収
潰
）
　
に
よ
っ
て
、
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
尚

通
に
よ
っ
て
刻
明
に
記
さ
れ
た
講
釈
の
様
子
を
見
る
と
、
そ
れ
は
か
な
り
の
ス

ピ
ー
ド
で
催
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
源
氏
聞
霞
に
記
さ
れ
て
い
る
講
釈

の
年
月
の
前
後
を
抜
出
し
て
み
る
と
、
九
月
十
六
日
、
十
八
日
、
二
十
日
、
二

十
二
日
、
二
十
三
日
、
二
十
四
日
、
二
十
六
日
、
二
十
七
日
、
二
十
九
日
、
十

月
一
日
、
六
日
、
七
日
、
八
日
、
九
日
、
十
日
、
十
二
日
、
十
三
日
、
十
四

日
、
十
五
日
、
十
六
日
、
十
九
日
、
二
十
一
日
、
二
十
五
日
、
二
十
六
日
、
二
十

九
日
、
十
一
月
一
日
、
二
日
、
三
日
、
四
日
、
五
日
、
六
日
、
七
日
1
　
八
日
、

十
二
日
と
、
連
日
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
。
最
後
の
十
一
月
十
二
日
の
条
に

ま

有
講
尺
、
年
内
無
余
白
之
闇
、
先
今
日
マ
テ
、
講
尺
相
残
分
来
春
ト
相
約

と
し
て
、
そ
の
年
の
講
釈
を
終
え
て
い
る
。
し
か
し
ど
の
記
事
も
、
講
釈
の
催

さ
れ
た
こ
と
と
参
会
者
の
名
前
を
記
す
だ
け
で
、
内
容
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ

て
い
な
い
。
そ
の
た
め
一
日
に
ど
の
程
度
読
ん
で
い
っ
た
の
か
知
る
由
も
な
い
。

こ
れ
を
先
の
源
氏
闘
書
の
巻
末
の
咋
月
と
比
持
し
て
み
よ
う
。
須
栖
巻
に
「

永
正
七
午
小
春
（
十
月
）
廿
六
」
と
す
る
が
、
尚
通
の
日
記
で
も
こ
の
日
に
「

陰
、
七
時
分
雨
降
、
有
請
尺
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
さ
し
く
そ
れ
は
一
致
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し
て
く
る
。
閲
見
巷
や
絵
合
巻
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
年
月
だ
け
で
日
付
が

な
い
た
め
確
か
め
ら
れ
な
い
が
、
こ
れ
も
当
然
同
一
の
講
釈
で
あ
る
こ
と
は
自

明
で
あ
ろ
う
。

さ
て
こ
の
肖
柏
の
講
釈
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
取
間
者
の
顔
触
れ
で
あ
る
。

十
月
一
日
の
条
を
引
用
し
て
み
る
と
、

期
間
小
雨
漬
、
暗
、
宥
講
尺
、
前
藤
中
納
言
、
勧
修
寺
、
飛
鳥
井
少
将
、

（
奔
H
〇

万
里
小
弁
、
理
覚
院
、
細
川
伊
豆
入
道
、
上
野
遠
江
守
、
仁
木
式
部
少

（
ギ
琉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
定
浩
）

捕
入
道
、
杉
原
仁
恕
守
、
泉
州
、
将
監
、
宮
、
丸
、
宗
長
、
竹
田
法
眼
、

吉
祥
坊
、
奈
良
修
Ⅱ
、
大
田
蔵
人
、
宮
田
入
道
、
井
上
又
五
郎
、
些
麟
信

濃
入
道

と
、
当
時
の
貴
族
、
武
家
、
僧
侶
な
ど
の
文
化
人
が
多
数
講
延
に
列
し
て
い

る
。
こ
う
い
っ
た
人
々
の
う
ち
何
人
か
は
、
や
が
て
都
で
の
或
は
地
方
で
の
源

氏
物
語
伝
播
者
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

右
以
外
で
他
の
目
に
顔
を
見
せ
る
重
衰
な
人
物
と
し
て
は
、
玄
清
や
宗
相
な

ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
来
聴
者
の
う
ち
、
理
党
院
と
か
宗
柑
な
ど

は
、
実
隆
の
催
し
た
永
正
元
年
前
後
の
源
氏
講
釈
に
も
出
席
し
て
い
る
。
後
肖

柏
が
宗
損
に
源
氏
開
封
を
与
え
て
い
る
の
は
、
こ
う
い
っ
た
講
釈
を
通
じ
て
師

弟
揖
保
が
成
立
ち
、
伝
授
さ
れ
る
よ
う
に
ま
で
な
う
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ

の
中
に
宗
長
の
見
え
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

大
東
急
記
念
文
挿
賊
「
弄
花
」
は
、
縦
二
四
・
四
セ
ン
チ
、
兢
一
八
・
五
セ
ン

チ
、
琵
標
巻
よ
り
若
菜
上
巻
ま
で
の
残
欠
一
冊
本
。
快
癒
は
「
弄
花
中
巻
中
院

殿
通
商
公
筆
」
と
し
、
表
紙
の
中
央
に
は
赤
地
の
紙
に
「
防
花
中
」
と
の
剋
爺

が
あ
る
。
ま
た
秩
越
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

中
院
殿
迅
秀
公
　
葬
謂
同
一

と
、
琴
山
に
よ
る
通
秀
筆
と
の
極
礼
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
「
弄
花
中
」
と
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
本
の
原
形
は
上
中
下
巻
の
三
m
本
だ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
本
が
琴
山
の
鑑
定
し
た
よ
う
に
、
中
院
通
番
の
貢
跡
か
ど

う
か
今
の
と
こ
ろ
柿
か
め
え
て
い
な
い
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
通
秀
で
あ
っ
て
も

充
分
妥
当
性
が
あ
る
こ
と
を
託
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
l
応
こ
の
極
め
を
信
じ

て
お
き
た
い
。

通
秀
は
室
町
期
の
文
化
人
と
し
て
当
時
の
公
家
達
と
の
交
流
も
盛
ん
で
、
多

く
の
資
料
に
そ
の
名
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
正
長
元
年
（
一
四
二
八
）
　
に

生
れ
、
光
正
三
年
（
一
四
六
二
）
　
に
は
権
大
納
言
に
（
三
十
五
歳
）
、
文
明
十

七
年
（
一
四
八
五
）
に
は
内
大
臣
に
ま
で
昇
っ
た
（
五
十
八
歳
）
。
長
享
二
年

（
一
四
八
八
）
六
月
二
日
出
家
、
法
名
妙
益
、
明
応
三
年
（
一
四
九
四
）
六
月

二
十
二
日
亡
く
な
っ
て
い
る
（
六
十
七
歳
）
。
通
番
の
家
系
で
注
意
さ
れ
る
の

は
、
肖
柏
の
兄
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
肖
柏
の
作
成
し
た
源
氏
問
書

を
、
兄
で
あ
る
通
秀
が
詔
写
す
る
こ
と
は
当
然
予
想
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
ま

た
大
京
急
本
が
異
本
で
も
あ
る
だ
け
に
　
（
後
述
）
、
こ
の
こ
と
は
興
味
あ
る
事

実
だ
と
思
う
。
通
窮
は
和
歌
連
歌
ば
か
り
で
な
く
、
源
氏
物
語
に
も
強
い
関
心

を
持
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
肖
柏
の
影
皆
に
よ
る
も
の
か
、
或
は
後
に
通
勝
・
通

村
な
ど
の
古
典
家
者
が
輩
出
す
る
よ
う
に
、
そ
う
い
う
家
風
で
あ
っ
た
か
ら

で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
こ
れ
ま
で
知
り
得
た
通
秀
と
源
氏
物
語
に
関
す
る
資
料

に
つ
い
て
、
次
に
あ
げ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

川
仙
源
抄

京
都
大
学
図
撃
館
緑
木
や
神
宮
文
庫
蔵
本
の
奥
古
に
よ
る
と
、
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右
一
帖
老
僧
話
中
院
前
内
府
通
秀
公
本
耕
雲
自
筆
仰
右
大
弁
宰
相
元
長
朝

臣
令
書
写
之
恒
遅
々
作
木
ハ
志
之
問
奥
十
二
三
枚
予
書
之
　
千
時
文
明
十
八

年
菊
月
廿
二
日
絡
功
詫
　
綾
察
使
藤
原
親
長
判

と
、
親
長
が
息
完
長
の
依
頼
に
よ
っ
て
、
耕
雲
自
筆
の
通
秀
所
持
本
を
お
写

し
た
こ
と
が
見
え
て
い
る
。

佃
河
海
抄

巻
二
十
の
末
に

文
明
四
年
三
月
廿
二
日
未
下
剋
立
筆
翌
日
巾
剋
終
書
写
之
功
了
右
此
抄
倍

謂
中
院
重
相
通
弟
相
木
染
愚
翰
了
（
中
略
）
千
時
文
明
壬
辰
姑
沈
下
旬
候

左
少
将
藤
（
花
押
）

と
、
突
随
が
文
明
四
年
三
月
通
秀
所
持
の
河
悔
抄
を
霊
写
し
て
い
る
。

間
源
氏
和
秘
抄

4

龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
本
に
は
、
政
文
の
識
語
の
寸
に
「
通
秀
」
と
し
て
い
る

由
で
あ
る
。

同
源
語
秘
訣

類
従
本
の
奥
に
厄

情
義
肖
柏
完
弟
写
ゴ
留
之
雰
多
年
留
二
心
於
挽
物
語
遜
一
道
之
冥
加
り

及
二
今
書
写
嵩
々
重
々
。

文
明
十
三
年
十
月
十
日
従
一
位
源
朝
臣
通
秀
判

・
灯
下
令
リ
校
〓
l
合
之
一
塁

と
見
え
る
。

こ
れ
ら
の
資
料
に
よ
っ
て
耕
雲
自
筆
の
仙
源
抄
や
、
ま
た
善
本
と
思
わ
れ
る

河
海
抄
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
、
更
に
注
釈
書
の
書
写
も
し
て
い
た
こ
と
な
ど

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
上
源
語
和
訣
の
奥
書
に
よ
っ
て
、
通
秀
は
源
氏

物
語
に
柏
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
推
察
で
き
る
。
こ
の
ほ
か
文
明
十
六

年
に
は
実
隆
に
源
氏
物
語
の
書
写
を
依
璃
し
た
り
（
実
随
公
記
）
、
同
十
八
年

二
月
十
九
日
に
は
、
苅
長
邸
で
催
さ
れ
た
源
氏
物
語
供
養
和
歌
の
会
に
出
席
し

て
い
る
（
十
輪
院
内
府
記
他
）
な
ど
、
ま
だ
多
く
の
記
録
を
拾
い
出
す
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
通
秀
で
あ
る
か
ら
、
弟
の
作
成
し
た
源
氏
聞
古
を
譜
写

す
る
こ
と
の
可
能
性
も
充
分
あ
る
と
考
え
て
よ
い
と
思
う
。
そ
う
す
る
と
大
東

急
本
の
「
弄
花
」
は
、
室
町
中
期
の
吾
写
本
と
言
え
る
こ
と
に
な
り
、
当
時
の

源
氏
開
封
の
形
態
を
知
る
資
料
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

≡
　
「
頂
氏
問
答
」
と
「
弄
花
」
の
原
形
本
的
性
格

肖
柏
が
兼
良
の
講
釈
に
よ
っ
て
文
明
八
年
に
ま
と
め
た
源
氏
聞
書
は
、
そ
の

後
宗
祇
の
説
や
自
説
な
ど
を
H
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
補
訂
し
て
い
っ
た
。
国

学
院
本
の
料
簡
に
よ
る
と
永
正
十
六
年
（
一
五
一
九
）
　
の
注
記
が
あ
る
の
で
、

そ
の
頃
ま
で
肖
柏
は
手
を
加
え
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
現
在
の
と
こ

ろ
そ
れ
以
前
の
源
氏
聞
霞
の
姿
に
つ
い
て
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し

た
と
え
初
だ
聴
聞
し
た
際
の
間
書
が
山
頂
し
た
と
し
て
も
、
同
学
院
本
と
そ
れ

ほ
ど
違
い
は
な
い
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

さ
て
実
隆
が
増
補
す
る
以
前
の
源
氏
聞
書
は
ど
の
よ
う
な
内
容
の
注
記
で
あ

っ
た
の
か
、
後
の
弄
花
抄
と
比
較
す
滝
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
差
違
を
検
討
し
て

は

み
よ
う
。
紅
葉
賀
巻
の
「
2
9
か
は
は
り
」
に
つ
い
て
、
弄
花
抄
で
は
次
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

に
つ
か
は
し
か
ら
ぬ
と
は
扇
の
さ
ま
そ
の
人
二
似
あ
ほ
ぬ
心
也

問
云
か
は
は
り
一
掃
　
女
の
用
ル
事
い
か
や
つ
な
る
時
二
欺
紅
葉
賀
巻
二
源

内
侍
の
も
ち
た
る
を
に
つ
か
は
し
か
ら
ぬ
と
い
へ
り
如
何

一
答
女
房
は
い
つ
も
あ
ふ
き
を
も
つ
事
は
顔
を
か
く
す
故
地
何
夏
は
か
は

－32－



は
り
の
扇
也
又
と
き
に
随
テ
ゑ
か
き
た
る
杉
目
の
あ
ふ
き
わ
か
！
1
し
き

を
に
つ
か
は
し
か
ら
ぬ
と
は
い
ふ
也

こ
こ
に
見
え
る
「
問
云
」
　
「
一
答
」
の
問
答
は
、
宗
祇
が
兼
良
に
質
し
て
得
た

注
釈
で
あ
る
。
こ
の
二
答
」
を
実
隆
が
肖
柏
の
源
氏
問
責
に
書
入
れ
た
こ
と

は
、
弄
花
抄
の
奥
書
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
だ
か
ら
源
氏
聞
書
の
本
来
の
姿

は
、
「
問
云
」
以
下
の
注
記
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
今
こ
れ
を
国
学
院
本
で

見
る
と
、に

つ
か
は
し
か
ら
ぬ
と
は
扇
の
さ
ま
其
人
に
ゝ
あ
ほ
ぬ
こ
ゝ
ろ
也

と
す
る
だ
け
で
、
後
の
問
答
の
注
記
は
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
突
隆
の
増
捕

以
前
の
姿
を
示
す
注
記
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
て
と
は
右
の
一

例
の
み
で
は
な
く
、
他
の
「
一
答
」
の
書
入
れ
す
べ
て
を
国
学
院
木
は
持
っ
て

い
な
い
。

次
に
肖
柏
が
兼
良
か
ら
解
答
を
得
た
「
一
勘
」
の
方
も
比
較
し
て
み
よ
う
。

琵
稽
巻
「
6
数
さ
た
ま
り
て
」
の
注
を
弄
花
抄
で
は

一
勘
数
と
は
左
右
の
大
臣
の
事
也
依
無
関
左
右
の
ほ
か
に
内
大
臣
の
官
を

1
か
る
1
心
也

と
す
る
。
こ
れ
を
国
学
院
本
で
見
る
と

左
右
の
閥
な
く
て
内
府
に
任
し
拾
ふ
也
云
々

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
巻
か
ら
注
を
存
す
る
大
東
急
本
も
、
一
字
一
句
同
学
院

本
に
同
じ
で
あ
る
。
本
来
の
注
は
、
右
の
国
学
院
本
や
大
東
急
本
の
よ
う
に
簡

単
な
も
の
だ
っ
た
。
実
隆
は
弄
花
抄
を
作
成
す
る
際
、
源
氏
聞
古
の
注
記
と
兼

良
の
返
答
の
注
が
内
容
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
重
複

を
避
け
る
た
め
も
と
の
注
を
削
除
し
て
、
「
一
勘
」
だ
け
を
書
入
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。右

の
事
実
は
、
大
東
急
本
が
国
学
院
本
と
同
じ
く
原
形
本
的
注
記
を
備
え
て

い
る
こ
と
、
更
に
実
隆
が
弄
花
抄
を
作
成
す
る
駿
、
単
に
機
械
的
に
「
一
答
」

や
「
一
視
」
を
増
補
し
た
だ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
「
一
答
」

と
同
じ
く
こ
の
「
一
勘
」
に
お
い
て
も
、
国
学
院
本
更
に
大
東
急
本
で
は
す
べ

て
増
補
以
前
の
形
態
を
示
し
て
い
る
。

国
学
院
本
と
大
東
急
本
で
、
現
存
す
る
共
通
の
巻
は
鍔
標
巻
以
下
松
風
巻
ま

で
の
五
巻
で
あ
る
。
右
で
見
る
よ
う
に
、
両
者
は
原
形
木
的
性
格
を
備
え
て
い

た
。
し
か
し
全
く
同
じ
で
は
な
い
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
大
東
急
本
は
大
幅

に
注
を
吾
加
え
ら
れ
た
異
本
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
違
い
、
ま
た
ど
の
よ
う
に

一
致
し
て
い
る
の
か
、
次
は
比
較
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

ど
の
巻
を
取
上
げ
て
み
て
も
構
わ
な
い
の
だ
が
、
仮
に
絵
合
巻
の
注
の
項
目

に
つ
い
て
、
弄
花
抄
と
同
学
院
本
・
大
東
急
本
を
比
べ
て
み
よ
う
。
項
目
の
数

字
は
各
巻
別
の
注
の
通
し
芥
号
、
×
印
は
刻
当
項
目
及
び
注
が
な
い
こ
と
、
○

印
は
そ
の
逆
を
示
す
。

弄

　

花

　

抄

　

如

学

院

敢

9
8
あ
さ
か
れ
ゐ
の
御
さ

9
9
さ
し
い
ら
へ

1
0
0
左
な
を

1
0
1
院
の
の
給
は
せ
し

1
0
2
人
の
い
の
ち
と
さ
い
は
ひ
と

1
0
3
は
ん
さ
い
の

1
0
4
文
才
を
は

1
0
5
何
の
さ
え
も

X X　○　○　×　○　×

×　×　○　○　×　○
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1
0
6
家
の
こ
の
中
に

1
0
7
い
と
か
う
ま
さ
な
き
ま
て

1
0
8
廿
日
あ
ま
り

1
0
9
こ
な
た
は
ま
た

1
1
0
ふ
ん
つ
か
さ

1
1
1
柾
中
納
言
さ
は
い
へ
と

1
1
2
又
か
さ
ね
て

1
1
3
中
宮
こ
さ
ふ
ら
は
せ

1
1
4
上
の
御
心
は
も
と
よ
り

聖
芸
へ
き
せ
ち
ゑ

1
6
お
と
ゝ

11
1
7
し
つ
み
た
り
し

1
1
8
御
た
う
つ
く
ら
せ
給

聖
ヲ
ゑ
の
き
み
た
ち

〇　〇　〇　×　×

〇　〇　〇　×　×

二
条
院
ニ
ハ
お
と
る
へ
き
に
作
さ
ま
に
よ
て
中
7
1
見
所
あ
る
也

と
す
る
。
し
か
し
国
学
院
本
も
大
京
急
本
も
、
弄
花
抄
と
同
じ
よ
う
な
表
現
で

は
あ
る
が
、

菓
院
也
中
！
1
み
所
あ
り
て
二
条
院
な
と
に
忠
く
ら
へ
て
也

と
全
く
違
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

こ
う
い
っ
た
例
は
ま
だ
い
く
ら
も
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
弄
花
抄
で
「

私
云
」
と
注
記
を
加
え
た
突
隆
の
説
が
、
．
こ
の
両
本
に
見
え
な
い
こ
と
は
勿

論
、
そ
の
他
細
か
い
点
に
ま
で
共
通
の
性
質
を
有
も
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
両

本
で
は
〓
答
」
　
「
一
勘
」
を
持
た
な
い
こ
と
、
ま
た
右
に
あ
げ
た
よ
う
な
事

実
か
ら
、
突
隆
の
増
柵
す
る
以
前
の
肖
柏
の
源
氏
聞
古
か
、
そ
れ
に
近
い
も
の

で
ぁ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

四
　
大
東
急
本
「
弄
花
」
の
注
記
の
特
色

こ
れ
ま
で
比
べ
て
み
た
の
は
、
国
学
院
本
と
大
東
急
本
の
共
通
す
る
面
に
つ

い
て
で
あ
っ
た
。
し
か
し
実
際
は
、
こ
の
両
者
随
分
と
違
っ
て
い
る
。
次
に
そ

の
例
と
し
て
、
関
屋
巻
の
注
の
項
目
に
つ
い
て
比
較
し
て
み
よ
う
。

34

絵
合
巻
の
注
は
、
以
上
の
二
九
項
目
で
終
っ
て
い
る
。
巻
末
の
あ
た
り
の

注
を
引
用
し
て
、
原
本
的
性
格
を
持
つ
両
本
と
対
照
さ
せ
て
み
た
。
こ
れ
で
み

る
限
り
、
国
学
院
本
と
大
東
急
本
は
ま
さ
し
く
同
一
系
統
の
本
で
あ
る
と
言
え

る
。こ

の
こ
と
は
項
目
が
一
致
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
注
記
の
内
容
か
ら
も
言
え

る
の
で
あ
る
。
一
例
を
引
く
と
、
浮
標
巻
「
2
5
か
の
院
の
つ
く
り
さ
ま
」
に
つ

い
て
、
弄
花
抄
で
は

弄
　
　
　
花
　
　
　
抄

1
い
よ
の
す
け
と
い
ひ
し
は
故
院
か

く
れ
さ
せ
給
ひ
て
又
の
と
し

2
つ
く
は
ね
の
山
を
吹
こ
す
風

3
京
に
か
へ
り
総
て
又
の
と
し
の
秋

そ
ひ
た
ち
は
の
は
り
け
る

（
ナ
シ
）

（
ナ
シ
）



4
重
と
も
か
き
お
ろ
し

（
ナ
シ
）

5
斎
官
の
御
く
た
り

6
な
に
そ
や
う
の

7

色

く

の

あ

を

の

（
ナ
シ
）

。
0
行
と
く
と

9
紀
伊
守
と
い
ひ
し
い
ま
は
河
内
守

に
て
ー
其
せ
う
と
の
右
近
の
そ
う

と
け
て

1
0
一
日
は
ち
き
り
し
ら
れ
l
L
を
ー

1
1
わ
く
ら
は
に

1
2
一
日
ま
か
り
過
し
か
し
こ
ま
り

（
ナ
シ
）

1
3
む
か
し
に
は
す
こ
し
お
．
は
し
の
く
事

1
4
あ
ふ
坂
の
関
や
い
か
な
る

1
5
此
人
の
御
た
め
に
残
し
を
く
魂
も

か
な

1
6
身
ひ
と
つ
の
う
き
事
に
て

の
注
の
項
目
数
を
示
す
と
、
弄
花
抄
は
一
六
、
同
学
院
本
一
四
、
大
東
急
本
一

七
で
あ
る
。
国
学
院
溝
よ
り
大
東
急
本
の
方
が
、
注
記
に
お
い
て
三
項
目
多
く

な
っ
て
い
る
。
ど
ち
ら
が
よ
り
原
本
的
性
格
を
有
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

両
者
と
も
突
隆
の
増
福
す
る
以
前
の
本
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
の
だ

か
ら
、
予
想
と
し
て
は
ど
ち
ら
か
一
方
が
後
に
派
生
し
た
本
で
あ
る
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
原
本
で
あ
る
肖
柏
の
源
氏
間
書
が
、
実
隆
の
手
に
法

る
も
の
と
は
別
系
統
に
流
伝
し
、
変
貌
し
て
い
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の

推
測
は
ま
ち
が
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
確
証
づ
け
る
資
料
と
し
て
、
次
に

は
蓬
生
巻
の
項
目
を
比
較
し
て
み
る
。

以
上
が
関
屋
巻
の
注
の
す
べ
て
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
先
程
整
然
と
差

違
の
現
わ
れ
て
い
た
弄
花
抄
対
国
学
院
本
・
大
東
急
本
の
関
係
が
、
全
く
崩
れ

さ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
原
本
的
性
格
を
有
し
て
い
る
と
思
わ
れ
た
国
学
院
本

・
大
東
急
本
の
注
の
項
目
の
多
寡
は
、
こ
こ
で
は
雑
然
と
し
て
い
る
。
国
学
院

本
に
あ
る
注
が
大
東
急
本
に
な
か
っ
た
り
、
ま
た
大
充
急
本
に
は
他
に
見
え
な

い
注
が
薪
に
加
わ
っ
て
い
る
な
ど
、
出
入
り
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

弄
　
　
　
花
　
　
　
抄

1
も
し
は
た
れ
つ
ゝ

2
竹
の
こ
の
世
の
う
き
ふ
L
を

3
ひ
た
ち
の
宮
の
君
は

4
大
空
の
ほ
し
の
ひ
か
り
を
た
ら
ひ

の
水
に
う
つ
し
た
る

5
う
ち
わ
す
れ
た
る
や
う
に
て
．

（
ナ
シ
）

6
さ
る
か
た
に
あ
り
つ
き
た
り
し
あ

な
た
の
と
し
こ
ろ
は

、
7
き
つ
ね
の
す
み
か
に

8
こ
た
ま
な
と
も（

ナ
シ
）

9
あ
な
い
み
L
や
人
の
き
ゝ
お
も
は

ん
事
も
あ
り

（
ナ
シ
）

ナ　　　　ナ　　　　　　　　ナ

と　○　シ〇〇　〇　シ〇　〇　〇〇〇）

大
　
東
　
急
　
本

〇　〇　〇　〇　〇

川
大
方
の
世
と
い

ひ
な
か
ら〇〇〇

は
さ
や
う
に
せ
さ
や

○

㈹
こ
た
い
に
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1
0
わ
さ
と
そ
の
人
か
の
人
に
せ
さ
せ

給
へ
る

（
ナ
シ
）

（
ナ
シ
）

1
1
お
な
し
き
法
師
と
い
ふ
中
に
も

1
2
ぬ
す
人
な
と
云

1
3
お
な
し
心
な
る
文
か
よ
は
し
な
と
も

（
ナ
シ
）

1
4
か
ら
も
り

（
ナ
シ
）
．

1
5
い
ま
の
世
の
人
の
す
め
る
経
う
ち

よ
み
し
ー

こ
の
注
の
項
目
は
、
芝
生
巻
の
初
め
の
あ
た
り
で
あ
る
。
こ
れ
で
み
る
と
、

弄
花
抄
の
項
目
数
は
一
五
、
E
学
院
本
も
全
く
同
じ
数
の
一
五
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
大
東
急
本
は
、
こ
の
項
目
数
す
べ
て
を
含
み
な
が
ら
も
、
た
だ
違
っ
て
い

る
の
は
こ
の
木
に
だ
け
見
え
る
七
項
目
の
注
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の

七
項
目
の
注
は
本
来
の
も
の
で
は
な
く
、
大
東
急
本
に
お
い
て
増
柄
さ
れ
た
も

の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
調
査
し
得
た
十
数
本
の
弄
花

抄
に
、
こ
の
注
が
全
く
引
か
れ
て
い
な
い
こ
と
も
そ
の
重
要
な
傍
証
と
な
ろ

ぅ
。
更
に
肖
柏
の
源
氏
問
封
を
増
捕
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
一
葉
抄
に

も
、
こ
れ
ら
の
注
が
見
え
な
い
こ
と
は
、
一
層
そ
の
推
定
の
確
実
性
を
増
す
も

の
と
思
う
。
l

大
東
急
本
に
よ
っ
て
増
補
さ
れ
た
注
の
内
容
は
＼
他
の
注
記
と
あ
ま
り
挙
り

な
い
。
そ
れ
以
前
や
或
は
後
世
の
注
釈
封
か
ら
引
用
し
て
書
加
え
た
可
能
性
も

考
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し
別
に
そ
れ
に
刻
当
す
る
よ
う
な
注
記
も
こ
れ
と
い
っ

て
見
出
せ
な
い
　
（
猶
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）
。
参
考
ま
で
に
、
右
で
壇

捕
さ
れ
て
い
る
七
項
目
を
次
に
抜
出
し
て
み
よ
う
。

Ⅲ
大
か
た
の
世
と
い
ひ
な
か
ら
　
不
定
事
也

怖
さ
や
う
に
せ
さ
や
　
女
l
好
達
の
云
詞
也

㈱
こ
た
い
に
　
古
代
也
さ
る
も
の
え
う
し
て
用
也

屈
そ
こ
そ
は
　
　
さ
こ
そ
は
と
云
心

㈲
御
は
い
た
か
わ
ん
か
哀
な
る
　
孝
々
の
義
也
　
さ
れ
は
に
や
源
二
た
ひ

（
二
こ

卸
と
ひ
有
け
る
也
あ
け
ま
き
事
か
ふ
物
の
事
な
り

佃
心
を
き
て
の
ま
～
に
　
　
お
や
の
を
L
へ
の
ま
ゝ
女
は
し
つ
る
な
る
か
よ

き
な
り

的
せ
め
て
詠
給
　
を
ち
に
詠
め
給
ふ
と
也

大
東
急
本
が
増
補
さ
れ
て
い
る
仰
向
は
、
右
の
琶
生
巻
だ
け
で
は
な
い
。
国

学
院
本
と
比
べ
た
場
合
、
共
通
す
る
五
巻
い
ず
れ
も
大
東
急
本
の
方
が
項
目
数

に
お
い
て
多
く
な
っ
て
い
る
。
澤
標
巻
な
ど
同
学
院
本
で
は
九
四
項
目
の
注
で

あ
る
の
に
対
し
、
大
東
急
本
で
は
一
二
九
項
目
と
、
大
幅
な
増
補
で
あ
る
。
こ

ぅ
い
っ
た
こ
と
を
よ
り
一
層
詳
し
く
知
る
た
め
、
次
に
項
目
数
の
み
比
較
し
て

一
覧
表
に
し
て
み
た
。
猶
表
で
示
し
た
括
弧
内
の
数
字
は
弄
花
抄
に
一
致
す
る

数
値
を
意
味
し
て
い
る
。
例
え
ば
初
巻
の
桐
壷
巻
で
、
国
学
院
本
の
項
目
数
を

「
8
2
（
鬱
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
国
学
院
本
の
桐
壷
巻
の
項
目
総
数
は
八

二
で
、
そ
の
う
ち
八
二
、
即
ち
こ
の
場
合
は
す
べ
て
の
項
目
が
弄
花
抄
に
採
ら

れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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1
4
4
（
竪

9
2
　
（
5
3
）

4
2
　
（
2
6
）

3
8
　
（
3
6
）

五
　
肖
柏
の
源
氏
講
釈
と
源
氏
悶
害
の
成
長

こ
れ
ま
で
考
察
し
て
来
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
学
院
木
と
大
東
急
木
は
、
突

隆
が
増
補
す
る
以
前
の
形
態
を
有
す
る
本
で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
。
と

同
時
に
大
東
急
木
は
、
原
本
で
あ
る
源
氏
問
責
を
増
補
（
中
に
は
削
除
さ
れ
た

注
も
あ
る
が
）
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
分
っ
た
。
当
然
大
東
急
本
は
、
国
学

院
本
の
形
態
よ
り
以
降
の
派
生
本
で
あ
る
。

前
節
未
の
二
見
表
で
示
し
た
よ
う
に
、
大
東
急
本
は
国
学
院
本
に
比
し
注
の

項
目
が
多
い
。
共
通
す
る
項
目
に
お
い
て
は
注
釈
の
内
容
ま
で
一
致
す
る
の
だ

か
ら
、
増
補
さ
れ
て
い
る
項
目
は
後
人
の
書
入
れ
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
い
あ

る
ま
い
。
し
か
し
先
に
も
例
示
し
た
よ
う
に
、
注
記
の
内
容
は
他
の
本
来
の
注

記
と
あ
ま
り
違
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
敢
皐
町
末
期
と
か
江
戸
期
の
吾
入
れ
と
は



と
て
も
考
え
ら
れ
な
い
。
実
際
後
の
注
釈
書
の
注
記
と
は
一
致
し
て
い
な
い
。

室
町
中
期
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
何
ら
か
類
似
し
た
表
現
の
注
記
や
、
引

用
し
た
注
釈
か
が
存
在
し
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
（
当
時
の
注
釈
は
、
大
半

が
先
人
の
説
を
引
用
し
そ
れ
を
敷
侍
す
る
方
法
を
と
っ
て
い
た
）
。
大
東
急
本

の
む
入
れ
の
注
記
に
は
、
こ
れ
と
い
っ
た
出
典
が
見
出
せ
な
い
。
と
い
う
こ
と

は
、
こ
れ
ら
の
注
記
は
書
入
れ
者
（
或
は
聞
古
か
も
知
れ
な
い
が
）
の
独
創
に

ょ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
源
氏
物
語
に
精
通
し
た
者
の
所
為
と
判
断

す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。

大
東
急
本
で
増
補
さ
れ
て
い
る
注
記
が
、
他
の
注
釈
書
に
見
ら
れ
な
い
こ
と

を
先
に
述
べ
た
が
、
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
一
業
抄
に
そ
れ
ら
し
き
類
似

の
注
記
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
．
い
く
つ
か
そ
の
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

ヽ

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

て
き
る
心
也
い
た
は
り

な
き
と
は
お
し
か
ら
す

の
心
也
（
初
音
）

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

か
せ
て
き
る
心
也

大
　
東
　
急
　
木
　
弄
　
花

○
そ
こ
そ
は
　
さ
こ
そ
は

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

と
云
心
　
（
迅
生
）

○
今
ひ
と
つ
は
の
給
さ
し
つ

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

秋
好
ヲ
恩
か
け
給
事
を

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

え
忍
こ
め
給
と
云
々
但

御
息
所
に
秋
好
と
を
恩

給
は
ん
こ
と
い
か
1
う

す
雲
の
御
こ
と
に
や
（

薄
雲
）

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

○
れ
う
も
ん
　
大
学
安
の
門

也
　
（
少
女
）

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

○
い
た
は
り
な
き
　
ま
か
せ

一

　

葉

　

　

抄

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

○
そ
こ
そ
は
　
さ
こ
そ
は
と

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

い
ふ
心
也
（
架
蔵
本
以
下
同
じ
し

○
今
一
は
の
た
ま
ひ
さ
し
つ

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

秋
好
を
思
ひ
か
け
拾
ふ

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

事
を
は
し
の
ひ
こ
め
拾

ふ
な
る
へ
し

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

○
れ
う
も
ん
に
　
大
学
寮
の

ヽ

　

　

ヽ

門
也

ヽ

○
い
た
は
り
な
き
　
心
に
ま

右
に
あ
げ
た
薄
雲
巻
の
例
な
ど
、
偶
然
に
注
記
が
一
致
し
た
と
は
言
え
な
い

だ
ろ
う
。
あ
ま
り
に
も
同
じ
発
想
で
あ
り
表
現
で
あ
る
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
、

ど
ち
ら
か
が
ど
ち
ら
か
一
方
へ
影
響
を
与
え
た
と
は
言
え
な
い
。
右
の
よ
う
な

例
を
拾
い
出
す
伊
に
苦
労
し
て
や
っ
と
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
大
半
の

注
記
は
、
表
現
も
内
容
も
両
者
は
全
く
違
っ
て
い
る
。
し
か
し
無
関
係
と
も
言
え

な
い
の
で
、
両
者
の
用
い
た
資
料
に
は
何
か
共
通
し
た
も
の
が
あ
っ
た
の
だ
ろ

ぅ
か
。
と
も
か
く
一
部
な
り
と
も
二
葉
抄
の
注
記
と
一
致
す
る
こ
と
は
、
後
世

の
注
で
は
な
く
、
当
時
流
布
し
て
い
た
か
、
或
は
講
釈
の
際
の
闇
討
と
い
っ
た

こ
と
を
思
わ
せ
る
。
即
ち
書
写
老
中
院
通
秀
当
時
の
誰
か
の
注
記
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
注
を
増
補
さ
せ
た
時
期
は
、
鑑
定
を
信
ず
る
限
り
通
秀
の
没
す
る
明

応
三
年
以
前
で
あ
る
。
そ
れ
は
肖
柏
が
宗
祇
の
講
釈
を
閃
き
終
え
て
、
源
氏
聞

か
を
完
成
さ
せ
た
長
芋
三
年
よ
り
す
れ
ば
五
年
後
と
な
る
。
初
度
の
聴
聞
に
よ

っ
て
書
き
あ
げ
て
か
ら
で
あ
れ
ば
一
九
年
後
で
あ
る
。

大
東
急
本
の
松
周
巻
末
に
同
じ
筆
で
「
御
は
か
ま
き
の
こ
と
」
と
し
て

一
鋤
愚
案
此
勘
思
亘
給
欺
こ
の
は
か
ま
き
の
事
は
明
石
拒
ノ
事
也
女
人
勘

（
マ
マ
ノ

例
可
有
事
也
大
略
三
歳
時
有
定
伯
五
節
云
々
以
上
例
五
論
な
り

と
「
一
勘
」
と
す
る
例
が
一
箇
所
だ
け
見
え
る
。
こ
れ
は
薄
雲
巷
の
注
だ
が
、

松
風
巻
末
に
心
覚
え
と
し
て
付
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
弄
花
抄
の
注
記
と

大
体
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
肖
柏
と
兼
良
の
問
答
条
々
の
成
立

は
文
明
十
二
年
で
あ
る
た
め
、
先
の
書
入
時
期
の
推
定
は
更
に
限
定
さ
れ
て
Y

る
だ
ろ
う
。

－38　1



文
明
の
未
年
か
ら
明
応
の
頃
、
何
か
の
事
値
に
よ
っ
て
源
氏
聞
古
に
注
が
雷

加
え
ら
れ
た
。
そ
れ
を
書
写
し
た
の
が
大
東
急
本
で
あ
る
。
注
が
補
入
さ
れ
る

必
然
性
は
、
他
の
注
釈
古
と
の
比
較
に
よ
っ
て
不
足
の
注
を
霞
加
え
た
り
、
講

釈
の
聞
古
に
よ
る
場
合
な
ど
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
前
者
の
場
合
は
、
こ

れ
ま
で
も
見
て
来
た
よ
う
に
あ
ま
り
期
待
は
持
て
な
い
。
可
能
性
と
し
て
講
釈

に
よ
る
書
入
れ
と
い
う
こ
と
を
想
定
で
き
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

一
つ
の
憶
測
と
し
て
、
宗
祇
と
肖
柏
に
よ
る
実
隆
邸
で
の
源
氏
講
釈
を
考
え

て
み
て
も
よ
い
。
文
明
十
七
年
三
月
か
ら
、
翌
十
八
年
六
月
ま
で
続
け
ら
れ
た

講
釈
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
講
窪
に
列
し
た
者
が
、
源
氏
聞
古
に
な
い
注
を
個

人
的
に
書
入
れ
た
。
そ
の
た
め
一
部
な
り
と
も
一
葉
抄
に
類
似
し
た
注
も
見
出

さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
（
一
葉
抄
の
成
立
に
は
肖
柏
の
力
に
よ

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
）
。
肖
柏
と
の
関
係
で
兄
の
通
秀
の
手
に
渡
り
書
写
さ
れ

た
。
或
は
通
秀
白
身
の
書
入
れ
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
流
布
す
る
こ
と
も
な

く
、
僅
か
の
者
の
目
に
し
か
と
ま
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
以
後
の
注
釈
古
に

は
、
ほ
と
ん
ど
そ
れ
ら
の
注
記
が
継
承
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

肖
柏
の
源
氏
聞
古
の
姿
は
、
現
在
国
学
院
本
に
よ
っ
て
し
か
確
か
め
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
し
か
し
日
柄
は
揮
氏
講
釈
に
そ
れ
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
す

る
と
、
当
時
多
く
の
人
々
の
目
に
触
れ
流
布
も
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に

つ
れ
当
然
注
を
増
補
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
源
氏
開
封
は
成
長
し
て
い
っ
た
。
そ

の
新
著
な
例
が
実
隆
の
手
に
よ
っ
て
弄
花
抄
へ
、
正
存
の
手
に
よ
っ
て
〓
業
抄

へ
と
変
貌
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
大
東
急
本
も
原
形
本
の
面
影
を
多
く
残
し

な
が
ら
も
、
注
の
書
入
れ
に
よ
っ
て
変
貌
し
た
、
新
た
な
注
釈
書
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

〔注〕‖
拙
稿
「
弄
花
抄
の
成
立
に
つ
い
て
」
へ
「
国
語
国
文
」
昭
和
町
十
三
年
三
月
号
）

佃
従
来
肖
柏
は
両
度
と
も
宗
祇
の
源
氏
講
釈
に
よ
っ
て
聞
古
を
成
立
さ
せ
た

と
言
わ
れ
て
い
た
（
山
脇
毅
博
士
著
『
源
氏
物
語
の
文
献
学
的
研
究
』

昭
和
十
九
年
十
月
刊
所
収
「
源
氏
物
語
聞
事
と
弄
花
抄
」
）
。
し
か
し
注

の
の
拙
稿
で
も
触
れ
て
い
る
が
、
初
度
の
講
釈
は
兼
良
で
あ
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。

脚
大
津
有
一
博
士
の
「
注
釈
書
解
題
」
（
『
源
氏
物
語
事
典
下
巻
』
昭
和
三
十

五
年
六
月
刊
所
収
と
で
は
、
こ
の
本
を
原
形
本
の
方
に
入
れ
て
お
ら
れ
る
。

聞
右
同
。
「
源
氏
和
秘
抄
」
の
項
。

㈲
項
目
の
数
字
は
、
各
巻
別
の
通
し
菅
号
を
示
す
。
ま
た
弄
花
抄
（
広
島
大

学
国
文
研
究
宝
蔵
）
の
引
用
は
、
拙
稿
「
弄
花
抄
」
　
（
翻
刻
平
安
文
学
資

料
稿
）
に
よ
る
。
未
刊
の
巻
に
つ
い
て
は
、
手
許
の
原
稿
に
よ
っ
た
。

（
広
島
大
学
大
学
院
学
生
）
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